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2026年８月７日 

各 位 

 

会 社 名 株 式 会 社 ラ ッ ク ラ ン ド 

代 表 者 名 代 表 取 締 役 社 長 笠原 弘和 

 (コード番号：9612 東証プライム) 

問 合 せ 先 取締役ＣＦＯ 

兼コーポレート統括本部長 
坂本 寛樹 

 ( T E L ： 0 3 - 3 3 7 7 - 9 3 3 1 ( 代 表 ) ) 

 

2026年12月期第２四半期（中間期）の連結業績予想の修正に関するお知らせ 

 

当社は、2026年８月７日付の取締役会決議にて、2026年２月13日付の「2025年12月期 決算短信〔日本基準〕

（連結）」にて公表した2026年12月期第２四半期（中間期）（2026年１月１日～2026年６月30日）の連結業績予

想を修正することとしましたので、下記のとおりお知らせいたします。 

 

記 

 

１． 連結業績予想数値の修正 

2026年12月期第２四半期（中間期）連結業績予想数値の修正（2026年１月１日～2026年６月30日） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 

親会社株主

に帰属する 

中間純利益 

１株当たり 

中間純利益 

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 

前 回 発 表 予 想 （ Ａ ） 25,317 1,164 1,204 609 53.58 

今 回 修 正 予 想 （ Ｂ ） 22,657 823 879 665 58.54 

増  減  額 （ Ｂ － Ａ ） △2,660 △340 △324 56 － 

増  減  率 （  ％  ） △10.5 △29.3 △27.0 9.4 － 

（ 参 考 ） 前 期 第 ２ 四 半 期 実 績 

（2025年12月期第２四半期（中間期）） 
25,882 1,637 1,586 961 93.52 
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２． 連結業績予想数値修正の理由 

2026年12月期第１四半期においては中東情勢の緊迫化による先行き不透明感が発生しつつも、比較的堅調

な受注環境を背景として、期初の連結業績予想を維持しておりました。 

しかしながら、2026年12月期第２四半期に入り、円安傾向に伴う建設資材価格の高騰に加え、中東情勢を

背景とした建設資材の供給不足や納期遅延が生じました。これらの影響により、元請ゼネコンの工事進捗に

遅れが生じ、当社が施工を担う工事にも影響が及びました。また、当社が元請となる案件では、こうした資

材面の影響に加え、金利の一段高を受けて顧客の投資判断が慎重化し、受注金額が大きく、工期が長い案件

を中心に、顧客による発注の先送りが一部顕在化しました。 

そのため、2026年12月期第２四半期（中間期）の売上高については、期初に公表した連結業績予想を下回

る見込みとなりました。 

上記の売上高の減少に伴い、営業利益、経常利益については、いずれも期初に公表した当第２四半期（中

間期）の連結業績予想を下回る見込みとなりました。（注１）（注２） 

 

なお、通期連結業績予想につきましては、先送りとなった案件や新規案件の積み上がり状況を勘案し、変

更しておりません。通期連結業績予想に変化が生じた場合には速やかに公表いたします。 

 

（注１） 親会社株主に帰属する中間純利益については、税効果会計の影響により期初に公表した連結業

績予想を上回る見込みとなりました。 

（注２） 2026年７月16日付公表の「本社移転に伴う損失補償金の受領と特別損益等の発生に関するお知

らせ」において、2026年12月期第２四半期会計期間に特別損失として64百万円を計上する旨、

お知らせしましたが、2026年７月に受領した損失補償金の仮払金700百万円と相殺して処理す

ることとしたため、2026年12月期第２四半期会計期間において、本社移転に伴う特別損失は発

生いたしません。 

 

 

（予想に関する注意事項） 

上記の予想に関しては、現時点において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績等は、

様々な要因によって予想数値と異なる場合があります。 

 

以 上 


